
春夏の公園投句大賞 受賞作品発表

大　賞

湖の風が友達風知草　　　　　　　　　片岡　　学(別府市)

指差して児が虹を呼ぶ肩車　　　　　　桑原　弘治(杵築市)

こどもの日みどりのはっぱきれいだな　山内　柾輝(佐伯市)

縺れ合う蝶の仕草に見惚れ立つ　　　　岩本　春窓(杵築市)

足こぎのボートまぶしきダム湖かな　　山下　正昭(宇佐市)

優秀賞

歩かなん若葉の色に染るまで　　　　　　久恒　大輔(中津市)

あざみ草あざみのうたを口ずさむ　　　　竹内　典子(大分市)

おべんとう日日草の咲くほとり　　　　　酒井猪一郎(宇佐市)

くじびきで二等のクワガタあたったぞ　　森　　ねね(愛知県)

新緑の中ではじける笑い声　　　　　　　塚本加勺里(山口県)

風うけて緑の湖にこぎいだす　　　　　　成重恵美子(豊後高田市)

芳香の降り来るダム湖朴の花　　　　　　吉原　白天(豊後高田市)

奨励賞

春風とおいかけっこだ草原を　　　　　　麻生あかね(熊本県)

つつじ見る母の笑顔が我が子追う　　　　平田　康史(福岡県)

子どもらと｢どこ行こうか?｣｢農業公園!!｣　吉田　奈美(別府市)

紫陽花を背にポーズとる二人かな　　　　尾平　貴子(杵築市)

二人して恋のボートを漕ぎ出づる　　　　大隈　智子(宇佐市)

期　　　間：平成21年4月25日(土)～9月4日(金)　　　　　投句料：無料

募集テーマ：大分農業文化公園の春夏の「魅力」　　 　　投句総数：227句

　表彰作品数につきましては、募集テーマにそって、選者の厳選により、大賞

5点(賞状・3,000円相当の県特産品)、優秀賞7点(賞状・1,500円相当の県特産品)

奨励賞5点(賞状)と決定いたしました。

選　　　者：倉田紘文先生

　　　　　　別府大学名誉教授・社団法人俳人協会理事

　　　　　　大分県俳句連盟会長・俳誌『蕗』主宰

「春夏の公園投句大賞」では公園の魅力を俳句で表現していただき感謝申し上げます。

今後も応募作品を参考に公園の魅力アップに努めてまいります。

※ 敬称略※ 大賞の選者講評等については後日改めてHP上で公表ます。また大分農業文化公園特設コーナーにも展示しております。


